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 お仲間になりませんか？ お仲間になりませんか？
私たちの活動にご興味を持たれ、ご賛同いただけましたら、ぜひ会員としてご登録ください。一緒にアジア各国へ安全な水を届けましょう！
　　　　　　正 会 員　　 年間      　5000円（個人に限ります。総会での議決権を持ちます）
　　　　　　 賛助会員　 　年間一口　3000円　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※宮崎事務所へご連絡いただければ、AANパンフレットと振込票をお送りいたします。
ゆうちょ銀行振込口座　０１９８０－８－６０２６　　口座名　アジア砒素ネットワーク

 寄付のお願い 寄付のお願い
◆ 一般寄付
　用途を限定せずに、啓発・研修などの活動のほか、事務局運営費として使われます。
◆ 医療協力
　砒素中毒患者の治療薬・手術費用に使われます。　【例 角化症を緩和する軟膏 1 カ月分 400 円 / 人】
◆ 友好の水
　安全な水を供給する水源設置に使われます。　【例 池の水の浄化装置 200,000 / 70 世帯】

国内の活動

活動報告YUI（結い）は、会員の皆さまと私たちを結ぶ、アジア砒素ネットワークの会報誌ですYUI（結い）は、会員の皆さまと私たちを結ぶ、アジア砒素ネットワークの会報誌です
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バングラデシュの高濃度砒素汚染地域における安全な飲料水の確保事業完了報告  矢野・寺田  
安全対策研修に参加しました  石山民子 
ＡＡＮ資料室  １０６５点の資料を収集・保管  川原一之 
川原一之さんの聞き書き 「山峡のシンフォニー」を終えて  西日本新聞 中山憲康
Activities in Bangladesh (for Japan)  
事務局報告 
会費報告・Kayogram 
国内活動報告、総会のご案内・寄付のお願い、お仲間になりませんか

Facebook 更新中。Ajinomoto Adolescent Nutrition Promotion Project で検索を！

 「水資源管理共同管理研究会」（星槎大学助成）の活動にて琵琶湖東平野に調査（石山） 
福岡ＮＧＯネットワークＦＵＮＮさん来訪（宮崎ＮＰＯハウス） 
セミナー「アジア地域の水資源共同管理から展望する共生社会－日本、タイ、バングラデシュの水資源管理の現場から－」
にて（東京 ・渋谷 GEOC）石山が報告（表紙写真）
JICA「安全対策研修」に横田、寺田 、石山が参加（東京・市ヶ谷）
「グローバル・ヘルスと NGO」成果 シンポジウム（東京・新橋）にて石山が報告
ＩＣＮＭイベント「グローバリン ク世界とつながっている私たち 2018～持続可能な世界を目指して」開催
（宮崎市・宮交シティ）
宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校ＳＧＨ 担当者来訪（ＡＡＮ本部）
宮崎県環境管理課来訪（ＡＡＮ本部 ）
平成 30 年度地球環境基金助成金内定団体面談・説明会（川崎市）

12月 17日
-19日 

２月   2日
２月13日
２月16日
3月   6日
3月 17日

3月 22日
4月 11日
4月 17日

2018年度 通常総会のご案内

５月 27 日（日） AAN 2018 年度通常総会 

日時： 2018年 5月27日（日）10 時 00 分 ～ 12 時 00 分 
場所： NPOハウス ４階会議室（宮崎市鶴島 2-9-6 TEL：0985-20-2201）
議題： 2017年度活動報告、決算報告 
　　　2018年度活動計画（案）、予算（案）など

＊正会員の皆さまには、往復はがき又はご登録い ただいているメールアドレスにご案内をさせていただきました。
5 月 17 日までに出欠をご返送くださいますようお願い申し上げます。委任状の送付もお待ちしております。

バングラデシュ/ジナイダ県の脱穀風景

撮 影 者：土井利幸氏 撮影日：2017 年 7 月 29 日
撮影場所：タイ/チェンライ県パーン郡ドンナコン村 

滋賀県永源寺ダム 研究者や NGO 関係者による共同研究（東京/星槎大学助成） 
アジア地域の水資源共同管理から展望する共生社会～日本、タイ、バングラデシュの
水資源管理の現場から～に AAN は参加しています。

＊正会員のみなさまへ
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
高
濃
度
砒
素
汚
染
地
域
に
お
け
る
安
全
な
飲
料
水
の
確
保  

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当 

矢
野
靖
典 

・ 

寺
田
佳
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 私
た
ち
は
こ
の
２
年
間
（
平
成
２８
、
２９
年

度
）
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
か
ら

「
地
球
環
境
基
金
」
の
助
成
を
受
け
て
、
高
濃

度
に
砒
素
汚
染
さ
れ
た
井
戸
水
の
砒
素
を
除
去

す
る
装
置
を
Ａ
Ａ
Ｎ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の

ス
タ
ッ
フ
と
開
発
し
ま
し
た
。
現
在
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
高
濃
度
砒
素
汚
染
井
戸
水
を
飲
料

水
基
準
値
ま
で
砒
素
を
除
去
し
、
お
い
し
い
飲

料
水
を
供
給
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
以
下
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

（
１
）
助
成
活
動
開
始
時
に
解
決
し
た
か
っ
た
課
題
と
は
？ 

砒
素
汚
染
対
策
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
高
濃
度
砒
素
汚
染
地
域
を
対
象
と
し
て
、
井
戸
水
か
ら

高
濃
度
砒
素
を
除
去
す
る
高
度
な
技
術
（
Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ
型
Ｇ
Ｓ
Ｆ
、
後
述
参
照
）
を
確
立
し
、
安
全

な
水
を
供
給
す
る
こ
と
。 

 

（
２
）
助
成
期
間
中
の
活
動
を
通
し
て
達
成
し
た
か
っ
た
こ
と
（
ア
ウ
ト
カ
ム
目
標
）
は
？ 

高
濃
度
砒
素
汚
染
地
域
（
２
県
）
に 

Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
が
建
設
さ
れ
、
そ
の
供
用
性
と
普

及
性
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
両
県
で
計
約
２
４
０
世
帯
（
１
，
２
０
０
人
）
が
安
全
な
水
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

（
３
）
課
題
解
決
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
内
容
は
？ 

 
 

６
基
の
Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
を
建
設
し
、
原
水
の
砒
素
濃
度
は
０
．
５
～
０
．
６
㎎
／
Ｌ
と
非

常
に
高
濃
度
で
あ
っ
た
け
ど
、
い
ず
れ
も
０
．
０
１
～
０
．
０
３
㎎
／
Ｌ
と
い
う
安
全
な
飲
料
水
が

得
ら
れ
た
。
村
人
は
安
全
で
お
い
し
い
水
が
得
ら
れ
て
、
非
常
に
喜
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
政
府
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
普
及
を
図
っ
た
。 

（
４
）
２
年
の
活
動
を
振
返
っ
て
の
実
感 

Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
に
は
古
鉄
を
砒
素
除
去
材
と
し
て
用
い
る
が
、ま
ず
溶
け
や
す
い
も
の
を

選
ぶ
た
め
の
実
験
が
行
わ
れ
た
。
次
は
、
Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
の
性
能
を
調
べ
る
た
め
に
、
モ
デ

ル
実
験
、
実
用
規
模
の
実
験
、
そ
し
て
供
用
中
の
性
能
実
験
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
Ａ
Ａ
Ｎ
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
働
事
業
で
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
や
評
価
の
や
り
取
り
は
主
と
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カリアニ村にて（左から 横田代表、フィールドワーカーのモジ

ャフォー・ホセインさん、寺田佳代） 

成果普及ワークショップ開催の様子 

し
て
Ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
行
な
わ
れ
た
。
苦
労
し
た
け
ど
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
は
よ
く
成
長
し
た
、
と
い
う

の
が
実
感
で
あ
る
。 

（
５
）
苦
労
し
た
点
と
工
夫
し
た
点 

Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 
Ｇ
Ｓ
Ｆ
の
性
能
チ
ェ
ッ
ク
等
の
た
め
に
、現
地
ス
タ
ッ
フ
と
メ
ー
ル
上
で
デ
ー
タ

＆
評
価
の
や
り
取
り
を
す
る
が
、
そ
の
際
に
、
相
手
の
理
解
度
を
確
か
め
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た

こ
と
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
メ
ー
ル
で
伝
え
る
際
に
、
こ
ち
ら
の
考
え
を
詳
し
く
述
べ
て

向
こ
う
の
意
見
を
聞
く
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
行
い
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
っ
た
。
技
術
移
転
の

原
則
と
判
断
し
た
。 

（
６
）
今
後
の
活
動
の
方
向
性
や
取
組
み
予
定
・
抱
負 

 
 

Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
で
は
砂
槽
に
微
小
濃
度
の
砒
素
が
蓄
積
し
て
い
る
。
こ
の
１
年
間
の
供
用

実
験
で
は
砂
槽
は
ま
だ
限
界
に
達
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
将
来
、
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
上
の
大
き
な
課
題
と
な
る
。
今
後
３
年
間
で
現
地
に
技
術
移
転
を
行
い
な
が
ら
、
18

基
の
Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ 

- 
Ｇ
Ｓ
Ｆ
を
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
中
で

こ
の
課
題
を
解
決
し
、

そ
れ
を
通
じ
て
、
高
濃

度
砒
素
汚
染
地
域
に
お

い
て
持
続
性
の
あ
る
安

全
な
飲
料
水
を
供
給
し

て
い
き
た
い
。 

 

Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
と
は
？ 

右
ペ
ー
ジ
の
写
真
の
各
タ
ン
ク
に
は
砂
利
（
Ｇ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
）
と
砂
（
Ｓ
ａ
ｎ
ｄ
）
が
入
っ
て
い
ま

す
。
砒
素
を
含
ん
で
い
る
井
戸
水
を
砂
利
槽
と
砂
槽
に
通
す
だ
け
で
砒
素
が
除
去
さ
れ
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
Ｆ

は
Ｇ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ 

Ｓ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｆ
ｉ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
の
略
称
で
す
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
地
下
水
に
は
鉄
分

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
鉄
分
は
曝
気
す
れ
ば
赤
茶
色
と
な
っ
て
沈
殿
し
ま
す
が
、
そ
の
際
砒

素
も
巻
き
込
ん
で
沈
殿
し
ま
す
。
沈
殿
物
は
砂
利
の
間
隙
に
た
ま
り
ま
す
。
砂
利
で
ろ
過
さ
れ
た
水
は

最
後
に
砂
で
も
う
一
度
ろ
過
さ
れ
て
、
き
れ
い
な
水
と
な
り
ま
す
。 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
は
宮
崎
大
学
と
Ａ
Ａ
Ｎ
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
１
０
０
基
余
り
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
砒
素
の
除
去
効
率
は
80
～
90
％
の
た
め
、
低
濃
度
の
砒
素
汚
染
井

戸
（
砒
素
濃
度
が
０
．
２
㎎
／
Ｌ
）
に
し
か
適
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
飲
料
水

基
準
は
０
．
０
５
ｍ
ｇ
／
Ｌ
以
下
）
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
な
お
、
１
，
９
０
０
万
人
の
人
々
が
安

全
な
飲
料
水
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
（
２
０
年
前
で
は
３
，
９
０
０
万
人
で
し
た
）
。
そ
の

原
因
の
１
つ
は
高
濃
度
砒
素
汚
染
井
戸
に

対
す
る
砒
素
除
去
装
置
が
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。 

高
濃
度
砒
素
汚
染
水
に
対
し
て
は
地
下

水
に
含
ま
れ
て
い
る
鉄
だ
け
で
は
砒
素
は

十
分
に
除
去
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

屑
鉄
を
入
れ
た
タ
ン
ク
と
砂
利
タ
ン
ク
を

こ
れ
ま
で
の
Ｇ
Ｓ
Ｆ
に
追
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
、Ｍ
ｕ
ｌ
ｔ
ｉ - 

Ｇ
Ｓ
Ｆ
と
呼
ん

で
い
ま
す
。 
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安
全
対
策
研
修
に
参
加
し
ま
し
た 

 

理
事
・
ス
タ
ッ
フ 

石
山
民
子 

私
が
初
め
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
一
人
旅
し
た
の
は
一
九
九
五
年
頃
。
誰
か
が
ア
レ
ン
ジ
し
て
く

れ
る
グ
ル
ー
プ
ツ
ア
ー
と
違
い
、
ロ
ー
カ
ル
の
乗
り
物
で
移
動
し
、
自
分
で
必
要
な
買
い
物
を
し
、

お
店
で
電
話
を
借
り
。
す
べ
て
自
分
一
人
で
判
断
し
動
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
を
ぼ
ん
や

り
歩
い
て
い
た
ら
目
の
前
に
大
き
な
穴
が
開
い
て
い
た
り
、
デ
モ
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
り

（い
ず
れ
も
よ
く
あ
る
）
。
当
時
、
外
国
人
の
女
性
は
と
て
も
目
立
ち
、
じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
り
、

囲
ま
れ
た
り
、
体
を
触
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
緊
張
の
連
続
で
し
た
。
い
つ
し
か
、
一
歩
外
に
出

た
ら
、
常
に
神
経
を
と
が
ら
せ
、
用
心
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に
い
た
ら
決
し
て

身
に
つ
か
な
か
っ
た
習
慣
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
二
十
年
後
の
二
〇
一
五
年
、
保
健
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
村
の
女
性
た
ち
に
体
操
の
仕
方

を
教
え
て
い
た
時
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
状
況
が
確
実
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

継
続
的
な
経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
て
人
々
の
生
活
も
少
し
ず
つ
安
定
し
、
女
性
の
社
会
進
出

も
進
む
中
社
会
的
制
約
も
和
ら
い
だ
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
秋
、
「今
ま
で
み
た
い

に
緊
張
感
を
張
り
巡
ら
せ
な
く
て
も
女
性
が
外
を
歩
け
る
社
会
が
来
た
」と
実
感
し
た
こ
と
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。 

後
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
過
激
派
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
一
連
の
事
件
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で
し
た
。

二
〇
一
六
年
七
月
の
ダ
ッ
カ
で
の
レ
ス
ト
ラ
ン
襲
撃
事
件
を
境
に
、
私
た
ち
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
訪

れ
る
日
本
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
二
十
年
前
よ
り
も
む
し
ろ
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

二
月
十
六
日
、
東
京
市
ヶ
谷
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
に
て
安
全
対
策
研
修
が
行
わ
れ
、
横
田
代

表
、
宮
崎
事
務
所
の
寺
田
さ
ん
と
と
も
に
講
義
、
実
技
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
技
で
は
襲
撃

を
受
け
た
と
き
の
伏
せ
方
、
ほ
ふ
く
前
進
の
仕
方
も
体
験
し
ま
し
た
。
「友
達
三
人
と
一
緒
に
買

い
物
を
し
て
い
た
は
ず
が
、
気
づ
い
た
ら
友
達
三
人
が
犯
罪
者
に
拉
致
さ
れ
て
い
た
」と
い
う
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
を
見
せ
て
も
ら
い
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
用
心
深
さ
を
身
に
着
け
て
き
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
自
分
の
行
動
も
隙
だ
ら
け
だ
っ
た
と
反
省
し
ま
し
た
。 

 

写
真
は
外
務
省
が
発
刊
し
た
漫
画
の
海
外
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
ゴ
ル
ゴ
13
＊
外
務
省
」
で

す
。
本
の
中
で
、
外
務
省
が
ゴ
ル
ゴ
に
安
全
対
策
を
依
頼
し
た
理
由
に
つ
い
て
「う
さ
ぎ
の
よ
う
に

臆
病
な
人
間
だ
か
ら
」だ
と
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
は
、
暗
闇
、
孤
独
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
怖
か

っ
た
の
に
、
大
人
に
な
る
と
そ
う
し
た
感
覚
は
マ
ヒ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
怖
が
り
で
あ
る
こ
と
、
用
心

深
い
こ
と
、
そ

う
し
た
人
と
し

て
欠
か
せ
な
い

感
性
を
研
ぎ
澄

ま
せ
つ
つ
、
か
つ

自
然
体
で
ふ
る

ま
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
も
の

で
す
。 



May 2018 AAN-5                                        ＡＡＮ資料室 

資料室兼会議室として整備された 207号室 
Ａ
Ａ
Ｎ
資
料
室 

一
〇
六
五
点
の
資
料
を
収
集
・
保
管 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

川
原
一
之
（Ａ
Ａ
Ｎ
理
事
） 

 

宮
崎
市
役
所
か
ら
約
一
キ
ロ
西
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ａ

Ｎ
）
本
部
事
務
所
の
入
っ
て
い
る
み
や
ざ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ウ
ス
が
建
っ
て
い
る
。
四
階
建
て
の

こ
の
建
物
は
、
も
と
は
宮
崎
県
企
業
局
の
独
身
寮
だ
っ
た
の
だ
が
、
入
居
者
が
減
っ
て
使
い

道
に
困
っ
た
県
が
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
共
同
で
使
わ
な
い
か
と
も
ち
か
け
て
、
二
〇
〇
三
年

十
月
か
ら
約
二
十
団
体
が
事
務
所
と
し
て
使
い
始
め
た
。
そ
れ
ま
で
自
前
の
事
務
所
を
も
っ

て
い
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
二
階
の
二
〇
八
号
室
と
二
〇
七
号
室
の
二

部
屋
を
借
り
る
と
、
畳
だ
っ
た
部
屋
を
板
ば
り
に
、
壁
も
白
色
に
は
り
か
え
て
、
使
い
勝
手

の
よ
い
事
務
所
に
つ
く
り
か
え
た
。
改
装
資
金
は
、
そ
の
年
十
月
三
十
一
日
に
受
賞
し
た
「
日

韓
国
際
環
境
賞
」（
毎
日
新
聞
社
、
朝
鮮
日
報
社
主
催
）
の
副
賞
を
あ
て
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
八
号
室
は
、
ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
統
括
す
る
本
部
事

務
所
。
二
〇
七
号
室
は
、
ア
ジ
ア
の
砒

素
汚
染
地
を
結
ぶ
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
出
発
し
た
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
①
土
呂

久
・
松
尾
の
歴
史
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
ア
ジ
ア
各
地
の
砒
素
汚
染
調
査
・

対
策
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
積
す
る
こ

と
、
②
ア
ジ
ア
各
地
に
ネ
ッ
ト
を
広
げ
、

砒
素
汚
染
の
解
決
を
め
ざ
し
て
情
報
を

交
換
し
合
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
現
在
も
、

土
呂
久
資
料
を
収
集
し
、
そ
の
歴
史
を

整
理
す
る
作
業
は
進
ん
で
い
る
の
だ
が
、

ア
ジ
ア
の
砒
素
汚
染
資
料
の
集
積
は
、 

 

二
〇
一
三
年
ご
ろ
ま
で
つ
づ
い
た
あ
と
小
休
止
し
て
い
た
。
こ
の
活
動
を
再
開
す
る
た
め
に
、

四
月
に
入
っ
て
二
〇
七
号
室
の
大
掃
除
を
お
こ
な
っ
て
不
要
な
書
類
を
廃
棄
し
、
購
入
し
た

ス
チ
ー
ル
製
書
棚
に
ナ
ン
バ
ー
を
ふ
っ
た
収
集
資
料
を
並
べ
る
と
、
二
〇
七
号
室
は
、
ア
ジ

ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
資
料
室
・
会
議
室
の
顔
を
現
し
て
き
た
。 

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
四
日
現
在
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力

さ
れ
た
資
料
は
千
六
十
五
点
。
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
は
左
の
ロ
ッ
カ
ー
、
論
文
は
右
の

ロ
ッ
カ
ー
、
書
籍
は
左
の
書
棚
、
報
告
書
と
雑
誌
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
右
の
書
棚
に
配
置

し
た
。
前
ス
タ
ッ
フ
の
浅
尾
歩
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
林
裕
美
子
さ
ん
が
考
え
た
分
類
法

に
従
っ
て
、
全
資
料
に
は
分
野
・
報
告
形
態
・
番
号
を
書
い
た
ラ
ベ
ル
（
赤
・
緑
・
黄
・
白
）

が
貼
っ
て
あ
る
。 

分
野
は
、
１
砒
素
、
２
水
、
３
環
境
・
公
害
、
４
ア
ジ
ア
、
５
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
８
組
織
紹
介
、

９
そ
の
他
。 

報
告
形
態
は
、
Ａ 

書
籍
、
Ｂ 

報
告
書
、
Ｃ
論
文
、
Ｅ 

雑
誌
、
Ｆ
パ
ン
フ
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
、
Ｇ
ビ
デ
オ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

Ｈ 

そ
の
他
。 

ラ
ベ
ル
の
色
は
、
Ａ 

書
籍
が
赤
、
Ｂ
報
告
書
が
緑
、
Ｃ
論
文
が
黄
、
Ｅ
雑
誌
、
Ｆ 

パ
ン

フ
・
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
Ｇ
ビ
デ
オ
／
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
白
に
な
っ
て
い
る
。 

た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
・
西
ベ
ン
ガ
ル
州
の
砒
素
汚
染
を
最
初
に
報
告
し
た
Ｋ
．
Ｃ
．
シ
ャ

ハ
医
師
の
“A

r
s
en
i
c
os
i
s
 in

 W
e
s
t B

e
ng
a
l

”
は
赤
ラ
ベ
ル
に
１
Ａ
１０
の
番
号
が
う
た
れ

て
、
左
側
の
書
棚
の
最
上
段
に
並
ん
で
い
る
。
土
呂
久
公
害
が
告
発
さ
れ
た
直
後
の
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
映
画
「
咽
び
唄
の
さ
と 

土
呂
久
」（
製
作
：
映
像
集
団
エ
ラ
ン
ヴ
ィ
タ
ル
）
の
ビ
デ

オ
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
黄
色
の
ラ
ベ
ル
に
１
Ｇ
０１
の
番
号
を
ふ
っ
て
、
左
側
の
ロ
ッ
カ
ー
の
い
ち

ば
ん
上
に
収
納
し
て
あ
る
。 

 
 

*
*
*
*
*
**
*
*
**
*
*
**
*
*
**
*
*
***

*
*
*
*
**
*
*
**
*
*
**
*
*
**
*
*
***

*
*
*
*
**
*
*
**
*
*
* 

資
料
室
に
収
集
・
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
近
く
ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
本
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

ア
ジ
ア
の
砒
素
汚
染
関
連
の
論
文
等
を
執
筆
さ
れ
た
と
き
は
、
ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
所
へ
三
部
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
資
料
室
に
大
切
に
保
管
い
た
し
ま
す
。 
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川
原
一
之
さ
ん
の
聞
き
書
き 

「
山
峡
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
を
終
え
て 

中
山
憲
康 

狭い路地が“原っぱ”だった 

聞き取りはダイニングでつづけられた 

ア
ジ
ア
砒
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ａ
Ｎ
）
理
事
で
記
録
作
家
の

川
原
一
之
さ
ん
の
人
生
を
追
っ
た
西
日
本
新
聞
の
聞
き
書
き
シ
リ

ー
ズ
「
山
峡
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
を
二
〇
一
八
年
三
月
末
に
終
え

ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
三
カ
月
半
、
全
九
十
回
の
連

載
で
し
た
。
朝
日
新
聞
記
者
と
な
っ
た
川
原
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に

土
呂
久
と
出
会
い
、
土
呂
久
の
記
録
者
、
支
援
者
と
し
て
の
第
二

の
人
生
を
ど
う
歩
ん
だ
の
か
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
の
ヒ
素
対
策
支

援
を
経
て
宮
崎
に
戻
っ
た
川
原
さ
ん
が
今
、
何
を
目
指
そ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
今
年
七
十
一
歳
を
迎
え
た
川
原
さ
ん
に
、
人
生
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 な
ぜ
、
新
聞
記
者
を
や
め
て
土
呂
久
と
歩
ん
だ
の
か
？ 

 

聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ
は
、
素
朴
な
問
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

「
川
原
さ
ん
は
、
な
ぜ
新
聞
記
者
を
辞
め
、
土
呂
久
と
と
も
に
歩

む
人
生
を
選
ん
だ

の
だ
ろ
う
か
」。
深

い
内
面
的
な
理
由

を
知
り
た
か
っ
た

の
で
す
。
答
え
に

近
づ
く
に
は
、
じ

っ
く
り
と
時
間
を

か
け
て
話
を
聞
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が

聞
き
書
き
を
企
画

し
た
動
機
で
あ
り
、

同
時
に
目
的
と
な

り
ま
し
た
。 

幸
運
な
巡
り
合
わ
せ
で
し
た
。
二
〇
一
五
年
夏
、
二
十
年
ぶ
り

に
宮
崎
勤
務
と
な
っ
た
私
は
、
翌
一
六
年
春
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
拠
点
を
引
き
払
っ
て
宮
崎
に
戻
っ
て
き
た
川
原
さ
ん
を
待
ち
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
土
呂
久
に
つ
い
て
一
度
き
ち
ん
と
学

び
た
い
。
そ
う
考
え
て
い
た
私
は
、
Ａ
Ａ
Ｎ
が
一
六
年
に
企
画
し

た
川
原
さ
ん
の
講
座
「
土
呂
久
に
学
ぶ
」
に
申
し
込
み
、
年
十
回

の
講
義
全
て
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
可
能
な
限
り
出
席
し

ま
し
た
。 

一
六
年
は
土
呂
久
鉱
害
告
発
か
ら
四
十
五
年
と
い
う
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
宮
崎
日
日
新
聞
で
は
連
載
企
画
を
シ

リ
ー
ズ
で
展
開
し
、
西
日
本
新
聞
で
は
十
一
月
十
三
日
の
告
発
の

日
前
後
に
企
画
を
組
み
ま
し
た
。
十
二
月
下
旬
に
な
っ
て
、
よ
う

や
く
川
原
さ
ん
自
身
を
取
材
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
生
い
立
ち

か
ら
父
、
母
の
こ
と
、
学
生
、
新
聞
記
者
時
代
の
こ
と
、
記
録
や

支
援
の
取
り
組
み
、
ア
ジ
ア
で
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し

た
。
当
初
か
ら
「
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ
」
を
念
頭
に
置
い
た
ア
プ

ロ
ー
チ
で
し
た
。 

 キ
ー
ワ
ー
ド
は
『原
っぱ
』 

年
末
の
二
十
八
日
、
川
原
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

「
先
日
の
取
材
で
聞
か
れ
た
、
少
年
時
代
に
友
達
と
遊
ん
で
す
ご

し
た
戸
畑
市
中
原
（
現
北
九
州
市
）
の
狭
い
路
地
の
こ
と
を
ど
う

表
現
す
る
か
で
す
が
、
あ
れ
は
僕
の
『
原
っ
ぱ
』
で
し
た
」
と
伝

え
て
く
れ
ま
し
た
。
福
岡
の
絵
草
紙
作
家
、
山
福
康
政
さ
ん
の
著

書
「
原
っ
ぱ
に
風
が
吹
く
」
を
読
ん
だ
時
に
感
じ
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
段
ボ
ー
ル
に
し
ま
っ
て
い
た

九
十
九
冊
の
日
記
を
取
り
出
し
て
、
板
の
間
に
並
べ
た
そ
う
で
す
。

中
学
二
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
出
発
す
る
ま

で
書
き
記
し
た
四
十
年
近
い
記
録
で
す
。
記
憶
を
ひ
も
と
く
貴
重

な
資
料
で
す
。
正
月
休
み
か
ら
、
重
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
作
業

を
始
め
る
と
記
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
原
っ
ぱ
」
は
川
原
さ
ん
の
人
生
を
理
解
す
る
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
で
し
た
。
実
際
は
、
川
原
さ
ん
家
族
が
暮
ら
し
て
い
た
公
務

員
宿
舎
横
の
幅
三
㍍
、
長
さ
四
十
㍍
の
細
長
い
路
地
の
こ
と
で
し

た
が
、
小
さ
い
子
に
は
そ
れ
な
り
の
空
間
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

五
、
六
人
で
遊
ぶ
三
角
ベ
ー
ス
の
メ
イ
ン
球
場
で
あ
り
、
実
況
中

継
の
ま
ね
ご
と
を
し
な
が
ら
野
球
を
し
た
話
を
川
原
さ
ん
は
楽
し

そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
近
く
の
よ
う
か
ん
屋
で
は
、
あ
ん

こ
を
練
る
台
で
卓
球
を
し
、
休
日
に
は
大
人
た
ち
が
縁
台
将
棋
に

熱
中
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
原
っ
ぱ
と
は
、
居
心
地
の
良
い
時
間

と
空
間
が
詰
め
込
ま
れ
た
川
原
さ
ん
の
原
風
景
を
表
す
象
徴
的
な

言
葉
で
し
た
。
人
格
を
形
成
す
る
価
値
観
の
源
泉
も
こ
こ
に
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
原
っ
ぱ
は
山
峡
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
貫

く
重
要
な
軸
と
な
り
ま
し
た
。 

聞
き
書
き
が
一
七
年
十
二
月
に
始
ま
り
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
後
の
川

原
さ
ん
の
生
い
立
ち
は
、
こ
の
「
原
っ
ぱ
」
の
話
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
原
っ
ぱ
の
仲
間
か
ら
ひ
と
り
離
れ
、
国
立
大
付

属
中
に
進
学
し
た
川
原
さ
ん
は
、
仲
間
を
裏
切
っ
た
よ
う
な
負
い

目
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
進
学
コ
ー
ス
の
レ
ー
ル
に

自
分
を
乗
せ
た
父
親
へ
の
反
発
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ず
っ
と
、
川
原
さ
ん
の
胸
の
底
に
、
原
っ
ぱ
へ
の
回
帰

願
望
と
権
威
へ
の
反
発
が
漂
い
続
け
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 
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土呂久公害を次世代に伝える時代になった 

若い土呂久が過疎と闘う物語に期待する 

田中さんのテーマソングは任侠３部作だった 

あ
る
時
、
実
際
は
苦
労
し
て
い
る
は
ず
の
川
原
さ
ん
が
、
佐
藤

鶴
江
さ
ん
や
数
夫
さ
ん
、
鶴
野
秀
男
さ
ん
な
ど
、
土
呂
久
の
人
た

ち
の
こ
と
を
楽
し
そ
う
に
語
る
姿
を
見
て
い
て
、
胸
に
ス
ト
ン
と

落
ち
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
八
十
九
回
目
で
川
原
さ
ん
が
語
っ

た
言
葉
が
全
て
で
す
。「
経
済
面
や
健
康
面
で
は
、
何
度
も
危
機
に

陥
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
今
、
充
実
し
た
人
生
と
思
え
る
の
は
、

戻
る
と
選
択
し
た
〝
土
呂
久
〟
が
僕
に
と
っ
て
の
『
原
っ
ぱ
』
だ

っ
た
か
ら
で
す
」。
も
し
新
聞
社
を
辞
め
て
い
な
か
っ
た
ら
、
川
原

さ
ん
に
は
別
の
大
き
な
活
躍
の
場
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
川
原
さ
ん
は
、
人
生
の
中
で
最
も
居
心
地
の
良
か
っ

た
「
原
っ
ぱ
」
を
選
択
し
た
の
で
す
。
土
呂
久
は
第
二
の
原
っ
ぱ

で
し
た
。 

 
 「

川
原
君
、
土
呂
久
の
ル
ポ
を
書
け
！
」 

朝
日
新
聞
の
記
者
時
代
、
宮
崎
支
局
長
だ
っ
た
田
中
哲
也
さ
ん

か
ら
、
突
然
に
土
呂
久
の
ル
ポ
を
書
け
と
命
じ
ら
れ
た
こ
と
。
低

額
補
償
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
知
事
あ
っ
せ
ん
で
は
、
近
く
ま
で
迫

り
な
が
ら
患
者
を
支
え
ら
れ
ず
に
大
き
な
悔
恨
を
残
し
た
こ
と
。

宮
崎
か
ら
転
勤
し
た
後
に
訪
れ
た
土
呂
久
で
鶴
江
さ
ん
か
ら
不
意

に
掛
け
ら
れ
た

「
そ
ん
声
は
川
原

さ
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
」
と
い
う
言

葉
…
。
そ
こ
に
は
、

土
呂
久
の
磁
場
に

次
第
に
引
き
寄
せ

ら
れ
て
い
く
川
原

さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
人

生
に
は
シ
ナ
リ
オ

が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
ぐ

ら
い
で
し
た
。 

 

も
う
一
つ
、
川

原
さ
ん
を
描
き
た

か
っ
た
理
由
が

あ
り
ま
す
。
川

原
さ
ん
は
、
い

わ
ゆ
る
鉱
毒
事

件
史
、
一
九
七

一
年
の
鉱
害
告

発
か
ら
九
〇
年

の
最
高
裁
和
解

ま
で
の
土
呂
久

の
患
者
、
支
援

者
の
闘
争
史
に

関
わ
っ
た
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
土

呂
久
鉱
山
で
亜

ヒ
酸
製
造
が
始

ま
っ
た
二
〇
年
か
ら
長
く
続
く
土
呂
久
や
被
害
者
の
日
常
を
聞
き

取
り
し
、「
口
伝 

亜
砒
焼
き
谷
」
に
ま
と
め
、
そ
れ
以
前
の
石
器

時
代
か
ら
の
土
呂
久
の
歴
史
を
取
材
し
て
「
浄
土
む
ら
土
呂
久
」

に
書
き
記
し
て
い
ま
す
。
川
原
さ
ん
の
人
生
を
フ
ィ
ル
タ
ー
に
し

て
、
土
呂
久
の
全
体
像
を
概
観
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ

た
の
で
す
。
実
際
に
そ
の
通
り
で
し
た
。
そ
れ
は
、
川
原
さ
ん
の

土
呂
久
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ
に
比
例
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。 

 
 公

害
を
正
の
歴
史
に
昇
華
さ
せ
る 

土
呂
久
に
関
し
て
は
、
被
害
者
や
支
援
者
の
手
元
に
ま
だ
た
く

さ
ん
の
記
録
や
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
川
原
さ
ん

や
、
元
土
呂
久
鉱
害
問
題
を
考
え
る
会
の
青
木
亘
さ
ん
が
資
料
の

再
収
集
、
整
理
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
資
料
を
保

管
、
展
示
す
る
資
料
館
が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
で

し
ょ
う
。 

私
は
、
ち
ょ
う
ど
水
俣
病
公
式
確
認
五
十
年
だ
っ
た
二
〇
〇
六

年
に
水
俣
支
局
に
赴
任
し
ま
し
た
。
か
つ
て
不
知
火
海
に
突
き
出

て
い
た
岬
の
丘
に
は
、
国
、
熊
本
県
、
水
俣
市
の
資
料
館
な
ど
水

俣
病
関
連
施
設
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
県
の
補
助
を
利
用
し
て
、

公
害
を
学
ぶ
小
学
生
た
ち
が
県
内
各
地
か
ら
見
学
に
来
て
、
語
り

部
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
続
い
て
い
る
そ
う
で

す
。
負
の
歴
史
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
教
訓
を
し
っ
か
り
と

吸
収
し
、
正
の
歴
史
へ
と
昇
華
さ
せ
る
。
そ
う
い
う
新
し
い
動
き

が
土
呂
久
を
囲
む
地
域
に
起
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

奇
し
く
も
「
山
峡
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が
終
わ
っ
た
三
月
三
十

一
日
は
、
西
日
本
新
聞
が
宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
で
新
聞
を
発
行
す

る
最
後
の
日
で
し
た
。
締
め
切
り
に
追
わ
れ
な
が
ら
連
載
を
や
り

終
え
た
安
堵
感
と
充
実
感
、
一
方
で
南
九
州
で
の
新
聞
発
行
休
止

に
立
ち
合
う
と
い
う
切
な
さ
が
交
錯
す
る
複
雑
な
思
い
で
こ
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に
な
り
ま

し
た
。      

（
筆
者
は
、
最
後
の
西
日
本
新
聞
宮
崎
総
局
長
） 

 
************************************* 

「
山
峡
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
を
読
ま
れ
た
い
方
は
、
ア
ジ
ア
砒
素

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事
務
所
ま
でE-m

ail

（
ア
ド
レ
ス
は
裏
表
紙
に

記
載
）
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 
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２０１７年 
12 月～３月 

■給水施設持続的利用のための環境教育および維持管理技術支援プロ

ジェクト(応用地質研究会委託事業) 

12月 29日～  応地研から雁沢夏子氏が来バし、これまでに修繕した代替 

  1月 2日 水源装置 18 基と学校での啓発プログラムを２校で視察。 

1 月 1-19 日  啓発ブックレット『水とその利用のしかた』を使って４校で

水利用に関する授業をおこなう。 

2 月 23-24日  応地研の 3専門家と今期の活動を総括し次年度

の計画について意見を交換する。 

■PEER プロジェクト（パート２） 

砒素除去装置から排出されるスラッジの環境に与える影響を最小限にするための維持管理方法を普及させることを目

的にしたプロジェクトで、2018年６月まで延長されている。 

ケアテーカー研修： ジョソール県内にある砒素除去装置 12サイトで研修（１月中４回実施、24人が参加）。すべて

のケアテーカー研修を終える。 

トレーナー研修(ToT)： DPHE やローカル NGO からの参加者に砒素除去装置の維持管理方法を知ってもらい、地元の

ケアテーカーをサポートできるようにするのが目的（１～２月中３回実施、62人が参加）。  

ユニオン議会への研修： 議長と全議員、書記官に定期的な維持管理の重要性について認識してもらい、地元のケアテ

ーカーをサポートできるようにするのが目的（１～２月中５回実施、71人が参加）。 

■ユニセフ「砒素の安全なユニオン確立プロジェクト」 

12月 26日 シレット県ゴワインガート郡で実施してきたプロジェクト。最終段階となり、ダッカでユニセフ、

DPHE、AAN ともう二つのパートナーNGO とで総括会議。AAN の場合、残念ながら対象６ユニオンの

どこでも「砒素の安全」を宣言するに至らず。  

12月 27日 ゴワインガート郡議会ホールでプロジェクトを終了するワークショップを開催。 

■ユニセフ「マンガン除去技術調査プロジェクト」 

 当初 2017年９月末で終了予定だったが最終的には 2018 年６月末まで延

長されている。 

 12 月末までに第２フェーズで予定されていた 15基のマンガン除去装置

建設完了。10基はハンドポンプのみで、５基はハンドポンプ＋電動ポン

プ付きで浄化した水をタンクに汲み上げる方式を採用している。 

 MRT プロジェクトで設置したすべてのサイト（19 カ所）で３月中、利

用者世帯には水の安全管理について、ケアテーカーと地元のメカニック

には維持管理について研修を実施。 

■給水施設の長期的持続利用に関する総合調査プロジェクト 

ミシガン大学博士課程の学生との共同研究プロジェクト。 

 １月は対象地域で 173 件の水質証明書を配布。証明書には３つのカテゴ

リーがある。すなわち①緑色(0–10ppb、国際基準)、②黄色(11 – 50ppb、
バングラデシュ基準)、③赤色(50ppb 超)。黄と赤の証明書を受け取った

世帯には安全な水源の場所をおしえるなど、改善にも取り組む。 

 1－2 月フルスラ・ユニオンが各ワードに一人ずつ水供給担当者を選び、

プロジェクトが彼らに研修を実施。彼らは、住民に近くの安全な水源の

水質や場所の情報を提供し、不稼働水源の場合は修繕と取組み方法を話

し合うとともにユニオン議会や AAN との連携にも力を発揮している。 

 2－3 月は、ゴガ・ユニオンで５つの利用者組合が会合をもち、月々の水利用料金徴収、維持費、必要な改善と対

処方法などについて話し合い。料金徴収に関しては支払い者の名前と支払い方法（現金か労働提供か物納かなど）

を明記したリストを水源装置に取り付けることを自ら決定する。 
（以下、10ページにつづく） 
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 バザールの一角での男性集会        バザールでのチラシ配り         母親学級の一コマ 

■クルナ管区の非感染性疾患に対するコミュニティ強化事業プロジェクト 

3 月 8 日 保健家族福祉省保健サービス局 (DGHS)の要請で前年 11 月から進めてきた非感染性疾患(NCD)現状調査

をこの日いったん終了。ジェナイダ県カリゴンジ郡ロイグラム・ユニオンで、病歴を聴取したり、血

圧、身長・体重・胴囲を測定・記録できた 25 歳以上の人数は 11,127、調査対象者は推計 13,586 人だ

から達成率は 82%。残りの 2,459人（男性が 2,147 人で 87%）は外国へ出稼ぎにいっているなどこのユ

ニオンに住んでいない可能性も。12月 14日には DGHS幹部も視察、AAN の調査方法をたたえる。 

12 月 12 日～ 非感染性疾患の予防と症状確認におけるヘルスワーカーの任務に関する研修を、クルナ管区の９つの 

 1 月 23 日 事業拡大ユニオンで実施。 

12 月 20-21 日 バングラデシュ・ベタール（唯一の政府運営

ラジオ放送局）がプロジェクト活動地域を訪

問、NCD のリスクを減らす番組を２件製作。

３月 20 日と 27 日に NHK ラジオで放送された。 
3 月 5 日 ワークショップを開き、非感染性疾患リスク要因確認キャンペーンに必要なツール一式(デジタル血圧

計、身長測定器、体重計、胴囲測定用巻尺、BMI チャート)を、ジョソール・ショドール郡の 19 のユ

ースクラブと８つのコミュニティクリニックに配布。このワークショップには郡長と郡保健家族計画

局長も列席。郡長は「キャンペーンは農村部の住民が自分の健康状態を知る絶好の機会。この郡では

キャンペーンのためのスキルを上げる人が増え、NCD 問題を削減することが期待される」と話す。 

■思春期女子の栄養改善と健康推進プロジェクト 

栄養フェア： プロジェクトを実施しているオバイナゴール郡プレムバーグユニオンの７校で栄養フェアを開催（１

月 18 日～３月 20 日）、計 6,770 人が参加。生徒らが希望者の血圧、身長・体重・胴囲を測定し、BMI の結果にもとづ

いて栄養やエクササイズなどについて助言も。 

バザール・プログラム： 様々な食品の栄養素とともに家族の健康増進を促す栄養の必要性を大人の男性に理解して

もらうため５つのバザールで集まりをもつ(12 月から 2 月)。男性 2,550人が参加。講義のほか、チラシも配布。 

 

母親学級： 栄養に関する知識を習得し子供たちの食習慣を改善する目的で、６つの学校で母親学級を開催（１月～ 

３月)。女生徒を早婚から守ることも話題に。 

高校生の食生活調査：高校生を対象に五食品群別摂取状況を調べたところ(2月8-26日)、2016年の調査時にくらべて 

26%の生徒にバランスの良い食事をとるなどの改善が認められた。 

栄養セミナー： ジョソール科学工科大学栄養学部でセミナーを開き（３月31日)、この１年間のチャレンジとプロジ

ェクト成果を話し合い、改善策などを議論。学生たちには栄養に関する知識を多くの人と共有するよう勧める。 

■ジナイダ県の地下水灌漑に依存しない持続的農業推進事業（略称”SAP"） 

AAN は外務省・NGO 連携無償資金協力の助成を受けて、昨年７月から３年間の予定で SAP プロジェクトに取り組んで

いる。ジナイダ県はジョソール県の北側に位置し、そこの NGO である AID および日本に本拠地をもつシェア・ザ・プ

ラネットとの三者によるパートナーシップ事業で、AID 傘下にある農業従事者を対象に持続的農法を促進するのが目的。

AAN の役割は、農業環境における砒素の動きを把握して AID の促進する持続的農法が砒素汚染問題の解決につながる

かどうか検証すること。 

12 月 21 日～ SAP 事業地の３郡 13 ユニオンで灌漑井戸調査。対象となった 128 本のうち、砒素が 0.01㎎/Lもしく 

  1 月 6 日 はそれを超えたのは 94本(73%)、0.05㎎/L以上は 38本(30%)だった。 

2 月 18 日 ガンナ村に SAP プロジェクト最初の灌漑用深井戸を設置。 

3 月 15-21 日 横田漠代表が来バし、灌漑井戸設置予定地を中心に 144 の土壌サンプルを採取。 
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～バングラデシュの活動報告 P8のつづき～ 

■バングラデシュの高濃度砒素汚染地域における安全な飲料水の確保（略称”Multi GSF "） 
地球環境基金の助成を受けて 2016年６月から取り組んでいるプロジェクトで、高濃度の砒素を含む井戸水からバン
グラデシュの基準値内に砒素を除去するシステム（Multi－GSF ）を設置して実効性を検証してきた。事業担当の
矢野靖典理事らが 3月 20日砒素センターでワークショップを開く。DPHEやMulti－GSFのケアテーカー、NGO
活動家ら 30人が参加し活発に意見を交換する。 

 

 

ベンガル語のラジオで紹介されました。 

ＡＡＮの非感染性疾患対策について、ＮＨＫ国際放送とバングラデシュのラジオ局がベンガル語の番組を作

ってくれました。「日本・バングラデシュで健康分野のコラボレーション」2回シリーズで 3月 20日と 27日

に放送されました。 

この番組の提案者はＮＨＫ国際放送局多言語メディア部の草谷緑さん。彼女は 2016年に東京での講演会で

ＡＡＮの活動を知り、番組を作ることを約束してくれました。 

バングラデシュ側で番組を担当されたのは、タニア・ナズニンさんという日本のＮＨＫでも勤務経験のある

女性でした。バングラデシュ側でＡＡＮバングラデシュのスタッフ、保健局の責任者、フィールドで働く保健

局のワーカー、地域の女性たちなど、たくさんの方々を熱心に取材されました。専門家の榛澤さんと私も、少

しだけベンガル語で登場しています。 

美しいベンガル語で、テンポよく情報が発信され、ラジオのすばらしさも再発見できるような質の高い番組

に仕上がっています。緑さんとタニアさんというメディアの方に私たちの取り組みを知ってもらい、わかりや

すい言葉で広く発信してもらえたことを大変光栄に思いました。        （東京連絡所 石山民子） 

「グローバリンク世界とつながっている私たち 2018～持続可能な世界を目指して」 

３月 17日（土）宮崎市の宮交シティにて、ICNM恒例イベント「宮崎か

ら世界へ グローバリンク世界とつながっている私たち 2018〜持続可能な

世界を目指して」を２年ぶりに行い、約 700名の方にご参加いただきまし

た。宮崎で有名なダンスチームによるパフォーマンスや、子どもたちによ

る英語のラボパーティ、高校生参加のバングラデシュ寺子屋体験、留学生

シナさんによるベンガル語の歌と踊り、地雷撤去体験、そして、2017年度

で団体活動を終えられた宮崎国際ボランティアセンターの杉本サクヨさ

んによるトークショーなど、ステージイベント盛りだくさんでした。 

今回は、AANでインターンとボランティアをしている大学生７名が何ヶ

月にも渡って企画し、当日の司会や夢についてのプレゼンテーション、ま

た留学体験のポスター発表など大活躍でした。その他の各ブースでは、宮

崎工業高校・宮崎大宮高校のボランティア部のみなさん、宮崎大学の学生

さん、そして中学生がお手伝いくださり大変賑やかなイベントになりまし

た。ありがとうございました。 

私たち ICNMは、宮崎を拠点に国際協力を行う 4団体、JICAデスク宮崎、

宮崎大学 IRISHと連携して定期的に様々なイベントを開催しています。国際協力に興味のある学生さんたちだ

けでなく、一人でも多くの県民の方々に世界とのつながりや問題を知ってもらうことで、国際協力に理解ある

地域へとますます発展していくことを目標に活動しています。        （宮崎本部 寺田佳代） 

事務局報告   
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 お仲間になりませんか？ お仲間になりませんか？
私たちの活動にご興味を持たれ、ご賛同いただけましたら、ぜひ会員としてご登録ください。一緒にアジア各国へ安全な水を届けましょう！
　　　　　　正 会 員　　 年間      　5000円（個人に限ります。総会での議決権を持ちます）
　　　　　　 賛助会員　 　年間一口　3000円　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※宮崎事務所へご連絡いただければ、AANパンフレットと振込票をお送りいたします。
ゆうちょ銀行振込口座　０１９８０－８－６０２６　　口座名　アジア砒素ネットワーク

 寄付のお願い 寄付のお願い
◆ 一般寄付
　用途を限定せずに、啓発・研修などの活動のほか、事務局運営費として使われます。
◆ 医療協力
　砒素中毒患者の治療薬・手術費用に使われます。　【例 角化症を緩和する軟膏 1 カ月分 400 円 / 人】
◆ 友好の水
　安全な水を供給する水源設置に使われます。　【例 池の水の浄化装置 200,000 / 70 世帯】

国内の活動

活動報告YUI（結い）は、会員の皆さまと私たちを結ぶ、アジア砒素ネットワークの会報誌ですYUI（結い）は、会員の皆さまと私たちを結ぶ、アジア砒素ネットワークの会報誌です
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バングラデシュの高濃度砒素汚染地域における安全な飲料水の確保事業完了報告  矢野・寺田  
安全対策研修に参加しました  石山民子 
ＡＡＮ資料室  １０６５点の資料を収集・保管  川原一之 
川原一之さんの聞き書き 「山峡のシンフォニー」を終えて  西日本新聞 中山憲康
Activities in Bangladesh (for Japan)  
事務局報告 
会費報告・Kayogram 
国内活動報告、総会のご案内・寄付のお願い、お仲間になりませんか

Facebook 更新中。Ajinomoto Adolescent Nutrition Promotion Project で検索を！

 「水資源管理共同管理研究会」（星槎大学助成）の活動にて琵琶湖東平野に調査（石山） 
福岡ＮＧＯネットワークＦＵＮＮさん来訪（宮崎ＮＰＯハウス） 
セミナー「アジア地域の水資源共同管理から展望する共生社会－日本、タイ、バングラデシュの水資源管理の現場から－」
にて（東京 ・渋谷 GEOC）石山が報告（表紙写真）
JICA「安全対策研修」に横田、寺田 、石山が参加（東京・市ヶ谷）
「グローバル・ヘルスと NGO」成果 シンポジウム（東京・新橋）にて石山が報告
ＩＣＮＭイベント「グローバリン ク世界とつながっている私たち 2018～持続可能な世界を目指して」開催
（宮崎市・宮交シティ）
宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校ＳＧＨ 担当者来訪（ＡＡＮ本部）
宮崎県環境管理課来訪（ＡＡＮ本部 ）
平成 30 年度地球環境基金助成金内定団体面談・説明会（川崎市）

12月 17日
-19日 

２月   2日
２月13日
２月16日
3月   6日
3月 17日

3月 22日
4月 11日
4月 17日

2018年度 通常総会のご案内

５月 27 日（日） AAN 2018 年度通常総会 

日時： 2018年 5月27日（日）10 時 00 分 ～ 12 時 00 分 
場所： NPOハウス ４階会議室（宮崎市鶴島 2-9-6 TEL：0985-20-2201）
議題： 2017年度活動報告、決算報告 
　　　2018年度活動計画（案）、予算（案）など

＊正会員の皆さまには、往復はがき又はご登録い ただいているメールアドレスにご案内をさせていただきました。
5 月 17 日までに出欠をご返送くださいますようお願い申し上げます。委任状の送付もお待ちしております。

バングラデシュ/ジナイダ県の脱穀風景

撮 影 者：土井利幸氏 撮影日：2017 年 7 月 29 日
撮影場所：タイ/チェンライ県パーン郡ドンナコン村 

滋賀県永源寺ダム 研究者や NGO 関係者による共同研究（東京/星槎大学助成） 
アジア地域の水資源共同管理から展望する共生社会～日本、タイ、バングラデシュの
水資源管理の現場から～に AAN は参加しています。

＊正会員のみなさまへ


